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 留意事項  ※提出する計画からは本頁を削除すること。 

 

【文量について】 

 簡潔に記載し、計 30 頁程度で作成すること。 

 頁数の制限のある項目は留意すること。 

 参考資料については添付不可とする。なお、関係するホームページ URL の記載を妨げ

ないが、必要最小限とすること。 

 

【体裁等について】 

 文字は注記、解説、表中の記述等を除き原則として 11 ポイント以上の大きさとすること。 

 文章の語尾は「です・ます調」ではなく、「だ・である調」に統一すること。 

 改ページの位置は変更しないこと。また、改ページの文言は削除すること。 

 必要に応じ、図、画像又は定量的なデータを記載すること。 

 計画フォーマットに記載された、各項目名を変更しないこと。 

 

【KPI 等の設定について】 

 調査地点や調査期間、集計等の測定について、現状値と実績値が計画期間中に同一の

方法で測定されること。 

 ・計画期間中の目標である、２．三側面（経済・社会・環境）の取組の（1）自治体 SDGs の

推進に資する取組において設定する指標（KPI）は、2030 年に向けた目標である１．将来

ビジョンの（3）2030 年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲットにおいて

設定された KPI に作用する指標であることが前提であり、目標指標においてはその関連

性に留意して設定すること。 
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 国勢調査や経済センサス等については、計測頻度が毎年ではないこと、また、調査から

公表まで時間がかかることから、進捗状況に係る各年推移の把握が困難となる。 

必要に応じて、住民基本台帳等の他のデータを活用することや、独自調査の実施を検討

すること。また、事業実施により効果が得られる時期と目標指標の測定時期の整合性に

留意し、原則として毎年算出可能な指標とすること。 

 一義的に定量的な評価が難しい指標についても、原則として定量的な評価ができるよう

な指標の設定に努めること。 

 

【その他】 

 本提案書と SDGs 未来都市計画の内容に齟齬がないこと。 
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(1) 地域の実態 

 

（地域特性） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（地域が直面する課題） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

(2) 2030 年のあるべき姿（目指す将来像） 

 

【2030 年のあるべき姿】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

 地域特性、課題等について、計２頁以内を目安に記載してください。 

 地域特性については、地理的条件、人口動態、産業構造、地域資源等について記載してくだ

さい。 

 既存の取組等に関する記載は、必要最小限に留めてください。 

 地域が直面する課題及び 2030 年のあるべき姿（目指す将来像）は、過度に壮大にならない

よう地域の実態に応じて記載してください。 

 地域課題を踏まえて、2030 年のあるべき姿（目指す将来像）を、計２頁以内を目安に記載して

ください。 

 抽象的な概念に留まらず、バックキャスティングの発想を有効に機能させ、住民生活の質

（QOL）の向上や 2050 年カーボンニュートラルの実現につながる中長期の視点から持続可能

なまちの姿を、様々な要素（例：都市像や市民生活、経済・社会・環境面、制度やステークホル

ダーとの連携等）を踏まえて、具体的に記載してください。 

 あるべき姿を構成する様々な要素の説明については、箇条書きと概要説明を基本としてくださ

い。（記載例参照） 

 （地域が直面する課題）に掲げたものに対応した方向性となるように記載してください。 

１.将来ビジョン 
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１ ○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

２ ○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 
 

(3) 2030 年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット 

 

 

 

（経済） 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

※記載例 

① ○○○○な都市 

・○○○○のエリアにおいて、○○○○や○○○○等の取組が進むことにより、○○○○や○

○○○の都市が実現している。 

 

② ○○○○な暮らし 

・○○○○を対象にした、○○○○や○○○○等の取組が進むことにより、○○○○や○○○

○な暮らしが実現している。 

 

 2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲットを、経済・社会・環境のそれ

ぞれの側面について記載してください。 

 各ゴール、ターゲットについて、KPI を設定、記載してください。 

 提案の際、ロジックモデル及びインパクト評価を用いた場合、計画書へ記載してください。 

 また、記載したゴール、ターゲット及び KPI について、理由を記載してください。 

 選択するゴール、ターゲットの数に制限は設けませんが、総花的なゴール・ターゲットの選択

にならないよう留意してください。また、1 つのゴール、ターゲットに対して複数の KPI を設定し

たり、複数のゴール、ターゲットに対して共通の KPI を設定したりしても構いません。 

 KPI の目標年次は原則として 2030 年とします。 

アイコン
をここに
貼り付け 
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○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

（社会） 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

（環境） 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。

アイコン
をここに
貼り付け 

アイコン

をここに
貼り付け 

アイコン

をここに
貼り付け 

アイコン
をここに

貼り付け 

アイコン

をここに
貼り付け 
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※記載例 

（社会） 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

  

ゴール： ３ 

ターゲット： 

３．１、３．２、

３．a 

指標：健康寿命の増進 

現在（○年○月）： 

男性：○○．○○年 

女性：○○．○○年 

2030 年： 

男性：○○．○○年 

女性：○○．○○年 

 

○○○○や○○○○による高齢になっても活力ある生活が送れるように、市民の主体的な健康

増進を推進し、○○○○○○という 2030 年のあるべき姿の実現を図る。 

 

※1 つのゴール、ターゲットに対して複数のＫＰＩを設定、または、複数のゴール、ターゲットに対し

て共通のＫＰＩを設定する際の記載例 

 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

 

ゴール： 〇 

ターゲット：  

〇、〇〇、 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

指標：○○○○  

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

 

 

 

 

 

ゴール： 〇 

ターゲット：  

〇、〇〇、 

 

ゴール： 〇 

ターゲット：  

〇、〇〇、 

指標：○○○○  

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

 

アイコン
をここに

貼り付け 

 

アイコン
をここに

貼り付け 
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(1) 自治体 SDGs の推進に資する三側面の取組 

 

①経済面の取組 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

①－１ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

①－２ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

 

 

 

経済・社会・環境面のそれぞれの取組概要と、KPI、関連するゴール、ターゲットを記載してください。 

 ここで設定する KPI は、「2030 年のあるべき姿に向けた優先的なゴール」で掲げた KPI の達成

に繋がることを意識したものを設定してください。KPI は成果・効果を踏まえたアウトカム指標が

設定されることが望まれます。 

 応募の際、ロジックモデル及びインパクト評価を用いた場合、計画書に記載してください。 

 記載する KPI の数に制限は設けていませんが、適切な数の KPI を設定してください。 

 地域未来交付金による弾力措置を希望する事業については、末尾に「（地域未来交付金申請

 予定事業）」と記載してください。 

アイコン
をここに

貼り付け 

 

アイコン

をここに
貼り付け 

 

2.三側面（経済・社会・環境）の取組 
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②社会面の取組 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

②－１ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

②－２ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

③環境面の取組 

ゴール、 

ターゲット番号 
KPI 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○，○ 指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

③－１ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

③－２ ○○○○〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

アイコン
をここに

貼り付け 

 

アイコン

をここに
貼り付け 

 

アイコン
をここに
貼り付け 

 

アイコン
をここに

貼り付け 

 



11 
 

 

※記載例 

（社会） 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

  

ゴール： ３ 

ターゲット： 

３．１ 

指標：○○健診受診率 

現在（○年○月）： 

○○％ 

2030 年： 

○○％ 

 

〇－１ ○○○○〇事業 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○。 

 

※1 つのゴール、ターゲットに対して複数のＫＰＩを設定、または、複数のゴール、ターゲットに対し

て共通のＫＰＩを設定する際の記載例 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

 

ゴール： ３ 

ターゲット： 

３．１ 

指標：○○健診受診率 

現在（○年○月）： 

○○％ 

2030 年： 

○○％ 

ゴール、 

ターゲット番号 
ＫＰＩ 

 

ゴール： ３ 

ターゲット： 

３．８、 

指標：高齢就業者（６５歳以上）の割合 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

指標：○○予防接種率 

現在（○年○月）： 

○○％ 

2030 年： 

○○％ 

 

〇－１ 生活習慣病対策保健事業 

虚血性心疾患年齢調整死亡率が全国平均と比較し高い傾向にあることから、○○健診や○○保

健指導の実施による、○○健診受診率の向上を図る。 

 

〇－２高齢者○○促進事業 

全年齢の就業者に占める高齢就業者の割合が低いことから、○○○の改善や○○○○の実施に

より、健康で働く高齢就業者割合の増加による全体の健康寿命の増進を図る。 
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(2) 統合的取組 

（2-1）統合的取組の事業 

 

統合的取組の事業名：○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（取組概要） 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。 

 

(統合的取組におる全体最適化の概要及びその過程による工夫） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 三側面をつなぐ統合的取組の事業名とその概要を記載してください。 

 経済・社会・環境面の取組を統合し、相乗効果を発揮したり、トレードオフを緩和する

ことを可能とする取組及び統合的取組による全体最適化（各側面の個別効果だけで

なく、三側面のバランスが留意された、目標全体で適切な効果が得られているか）の

概要とその課程における工夫もあわせて記載ください。ここでは、経済・社会・環境面

の取組を統合し、相乗効果を発揮することを可能とする取組を記載するものであり、

経済・社会・環境面の取組を再掲・再分類しただけの取組は該当しません。 

 地域未来交付金による弾力措置を希望する事業については、末尾に「（地域未来交

 付金申請予定事業）」と記載してください。 

 取組概要については、150 文字以内で記載ください。 
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（2-2）統合的取組による相乗効果等（新たに創出される価値） 

 
 

①経済⇔環境 

（経済→環境） 

 

ＫＰＩ（環境面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 三側面をつなぐ統合的取組によりもたらされる相乗効果について、KPI 及びその概

要を記載してください。 

 ここで設定する KPI は、「2030 年のあるべき姿に向けた優先的なゴール」で掲げた K

ＫＰＩの達成に繋がることを意識した上で、アウトプット指標又はアウトカム指標が設

定されることが望まれます。 

 提案の際、ロジックモデル及びインパクト評価を記載された場合、計画書へ記載くだ

さい。 

 例えば、「経済→環境」については三側面をつなぐ統合的取組を実施し、三側面の取

組で設定した経済面（環境面）の取組が推進されることにより、環境面（経済面）の取

組に生じる効果（トレードオフの緩和及びシナジー効果）について記載してください。 

例：○○○（三側面をつなぐ統合的取組に）の活用により、経済面の○○○の取組 

が改良・改善され、環境面において○○○の増加という相乗効果（新しい価値） 

が創出される。 

※記載例 

ＫＰＩ（環境面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○（三側面をつなぐ統合的取組）の活用により、経済面の○○○○の取組が改

良・改善され、環境面において○○○○の増加という相乗効果（新しい価値）の創出が見

込まれる。 
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（環境→経済） 

 

ＫＰＩ（経済面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

 

 

 

② 経済⇔社会 

（経済→社会） 

 

ＫＰＩ（社会面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（社会→経済） 

 

ＫＰＩ（経済面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 
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③ 社会⇔環境 

（社会→環境） 

 

ＫＰＩ（環境面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（環境→社会） 

 

ＫＰＩ（社会面における相乗効果等） 

指標：○○○○ 

現在（○年○月）： 

○○○○ 

2030 年： 

○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

 

(3) 情報発信 

 

 

（域内向け） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（域外向け（国内）） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 自治体 SDGs の情報発信について、域内向け、域外向け、海外向けに分類して記載してくださ

い。 
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（海外向け） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

(4) 全体計画の普及展開性 

 

 

（他の地域への普及展開性） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

  

 他の地域への普及展開として、取組体制、取組方法、取組内容等が、SDGs に取り組む

他の地域にとって活用しやすい内容かといった観点を踏まえ、類似の背景、課題、資源

を持つ地域への展開策を記載してください。 
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(1) 各種計画への反映 

 

 

１．○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○ 

 

２．○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○ 

 

 

 

 総合計画、地方版総合戦略、環境基本計画、その他の各種計画への SDGs の反映状況及び

反映予定について、記載してください。 

 反映する内容（例：SDGs の体系に沿って施策等を整理、冒頭文に SDGs を明記等）と、反映状

況（反映済み、あるいは反映予定の場合はその時期等）を明記してください。 

※記載例 

 

１．総合計画 

○年を目標年次とし、○○○○を定める総合計画について、SDGs を○○○○とし 

て位置づけることを○○○○に明記し、取組を推進していくこととした。（○年○月改定済） 

 

２．○○計画 

○年を目標年次とし、○○○○を定める○○計画について、SDGs の体系に沿って全施策を整理

して記載する予定。（○年○月改定予定） 

 

3.推進体制 
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(2) 行政体内部の執行体制 

 

 

 
 

 

【体制図のイメージ（例）】 

 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。 

 

○○○SDGs未来都市推進本部(仮称)
役割：○○○○○○○○○○
体制：○○○○○○○○○○

○
○
○
○
○
局

○
○
○
○
○
局

○
○
○
○
○
局

○
○
○
○
○
局

○
○
○
○
○
局

連携・調整等

 本計画を推進するための行政体内部の執行体制や、首長の役割について、その目的や内容

等を踏まえて概要及び体制図を記載してください。 

 構成員、役割・責任分担、意思決定プロセス等について明記してください。また、内部の様々

なセクター間を調整し、互いのセクターが抱えている課題を考慮しつつ、2030 年のあるべき姿

に向かって協働することのできる方策があれば記載してください。 

 

 

※記載例 

庁内の横断的・統合的な SDGs 推進のため、首長直轄の●●本部を創設、地域内外のステーク

ホルダーへの協力を呼びかけるため、首長による●●宣言を採択 
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(3) 多様なステークホルダーとの連携（地域の多様な主体の参画） 

 

 

団体・組織名等 事業における位置付け・役割 

○○○○ ○○○○ 

  

  

  

 

 

  

 ステークホルダーとの連携によるメリットを、域内外の主体（住民、企業・金融機関、教育・研

究機関、NPO 等）、国内の自治体、海外の主体に分類して、記載してください。 

 記載にあたっては、連携内容及びそのメリットについて、具体的に記載してください。 

 具体的な連携相手の名称及び連携内容が決まっている場合は、その詳細を記載してくださ

い。 

 記載するステークホルダーの数に制限は設けませんが、「住民」、「企業・金融機関」、「教育・

研究機関」、「NPO等の団体」以外については、独自性のあるシンボリックなステークホルダー

を記載することとし、過度に冗長な記載とならないよう留意してください。 
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(自律的好循環の形成へ向けた制度の構築等) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○。 

 

（将来的な自走に向けた取組） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

 
 
 
 
 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。

 

 地方創生 SDGs に積極的に取り組む地域事業者等と連携し、自律的好循環の形成へ向けた

登録や認証の制度の構築といった取組等について記載してください。 

 検討中又は今後検討を行う予定がある場合は、その旨を記載してください。 

※「自律的好循環の形成」とは 

・地域内の資源や人材を活用して継続的な発展を目指す仕組み。 

・地域が自らの実力を高めることで、外部との関係を依存的ではなく、互いに利益をもたらし合う

仕組み。 

・地域人材の育成と定着促進。 

・持続的地域コミュニティの形成。 

・金融機関との連携、地域金融機関が単なる資金提供者としてだけでなく、官民と連携、協働

し、事業計画の策定支援や資金の効率的な活用方法を提案する。これにより、地域内で資金

が循環しやすい環境を構築する。 

など 

 

 本計画「１．将来ビジョン（１）地域の実態」で整理した「課題」の解決に、本 SDGs 未来都市

 計画の取組がどのように貢献するかを記載してください。 

4.自律的好循環の形成 

5.地方創生・地域活性化への貢献 
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